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 要 旨   
ドーパミン神経伝達はアルコール依存にかかわる遺伝要因の検討において重要な鍵と

なる。ドーパミン神経伝達の神経末端にあるドーパミントランスポーターは SLC6A3/DAT1
遺伝子によってコードされており、アルコール依存症の臨床研究において重症な候補遺伝

子である。 
本論文では DAT1 遺伝子多型とアルコール依存症との関連について検討した１８の研

究についての系統的レビューを行った。DAT１タンデムリピート数は DAT1 遺伝子多型で

最もよく検討されているがアルコール依存症との直接的な関係については示されていな

い。複数の研究では DAT1 のタンデムリピート数(９回リピート)はアルコール離脱症状、痙

攣やせん妄と関連することが報告されている。 
本レビューでは遺伝子関連研究で統計解析力不足、適切な変数を考慮されていないこ

となどの問題点や遺伝子解析研究における更なる課題についても検討した。 
 

 




